
今年の桜もみごとに咲きました。
花冷えの日でしたが、お花見を楽しみました。（岩本町　ほほえみプラザ）
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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

・新・介護保険を考える９

・緑苑・安心シニア塾３

・施設だより
　「新しく始めること」

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ

児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち
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9
ー特別養護老人　ホームの役割ー

　「われわれは行き場のない人に住まいと食事を提供している。人助けをしている」劣悪な環境で暮らす高齢者の記事や貧困ビ
ジネスで高齢者本人の生活保護費がねらわれたと報じられるたびにきかれる言葉です。
　老人福祉法に定める養護老人ホームや特別養護老人ホームはかつてその役割を果たしていたのに、なぜ本当に支援を必要と
する人々から離れた状況になってしまったのか、忸怩たる思いです。
　たまゆらホームの火災で明らかになった現実。日常的に地域包括支援センターが関わるゴミに埋もれて生活する高齢者や扉
を硬く閉ざして孤立する高齢者は少なくありません。かつては近隣者→民生委員→福祉事務所→老人福祉施設という流れがあ
りましたが、契約・自己責任を基調にした社会福祉基礎構造改革から介護保険法の施行により地域の実情は大きく変化しました。
特別養護老人ホームは介護サービス提供施設に位置付けられ、介護度の重い方から入所します。養護老人ホームは措置費が地
方交付税に含まれ各自治体の一般財源になり、当初予算で入所者数の枠が決まるため、新規入所はなかなか受け付けてもらえず、
生活保護法の下で生活保護費を受けて地域でアパートひとり暮らしとなることが多い現実です。

老人福祉法に基づく特別養護老人ホーム 介護保険法　施行開始（2000年４月） 介護保険制度改正（2003年～2012年） 介護保険制度改正案（2015年）
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1．各市区の福祉事務所に申し込む
2．各市区の入所判定委員会で入所を決定する
3．各市区から施設に入所依頼する
4．施設から訪問調査　→　入所
・在宅で介護が受けられない高齢者が対象
・住居がない（アパート契約更新できない等）、同居家族がいない、
いても生活支援や介護が期待できない、経済力がない、等の生活基
盤の弱い方ほど早期に施設入所が必要となり軽介護の方も 25％～
28％おられた
　委員会、自治会、懇談会やサークル等のグループ活動も活発で、
重介護の方の代弁者になったり、利用者がともにつくりあげる生活
の場。また、離床、おむつをしないとりくみ、口から食べ続けること、
認知症の方のおつきあい、看取り等々の現場の実践が蓄積され介護
サービスが向上していた

1．施設に直接申し込む。
（自治体窓口で受け付ける区市もある）   
2．各施設ごとに入所判定委員会で入所候補者を決定する 
（自治体が行う区市もある）     
3．訪問調査後入所を決定する
（種々の事情で延期や保留があったり、複数施設からの重複訪問が
あったり、待機者の多さに拘わらず必ずしも円滑な入所ではない）
　各施設の入所判定委員会は自治体からの入所指針に基づき、必
要度の高い方、即ち要介護度が高く、年齢が高い方のポイントが
高くなり、数百人の待機者からは介護度の低い方は候補者名簿に
もあがってこなくなった
　アセスメント－サービス担当者会議（長期・短期目標に沿ったサー
ビス提供計画の作成）－日々の援助・記録・モニタリング計画の更
新（利用者・家族との同意契約が必要）が義務的基本業務となる

　介護保険制度施行から３年が経過した。いわば移行期を経て、本
格的に介護保険施設として整理された。

・食事代、居住費（室料）は利用者負担に（保険料段階 3以下の方に
は補足給付適用）

・基本報酬が 3年ごとの制度改正のたびに減額し、種々の個別加算が
設定された

・加算の多くは医療職を中心に要件化され、生活の場から医療的介護
提供の場へシフト

【まとめ】
・特別養護老人ホームが介護老人福祉施設になってから 13 年が
経過した今、介護度の高い人、医療的介護サービスが求められて
います。
・個室ユニット型の施設整備により、室料が月額 6万円近くなり、
食費と併せると基準額で 10 万円を超えます。これが国の示す特
別養護老人ホームの基準です。
・養護老人ホームも含めて、老人福祉法による施設機能は制度改
正のたびに縮小しています。
・経済的な負担力をもつ高齢者には多様な有料老人ホームやサー
ビス付高齢者住宅など選択肢が広がっています。しかし例えば国
民基礎年金層の高齢者が弱くなり始めたとき、要介護が１や２の
とき、どこで安心して生活することができるのでしょうか。

措置費（初日を
基準に月単位）
事務費（人件費
と管理費）と事
務費に区分
人件費は職種と
人員の基準あ
り。原則常勤
202,171 円
（1997 年度事務
費月額単価）

事業費（生活費）
1997 年度月額単
価 65,561 円

日用品・教養娯楽
衣
食
住

本人及び家族の収入に応じた費用徴収があった
（応能負担：0円～措置費上限まで）

委員会・自治会活動
サークル・グループ活動
行事・苑外活動
各活動のサポート
生活支援

自立度に応じた個別介護

（介護）

保険給付
介護度別・日額
単位
事業費・事務費
の区分なし
人 件 費、 職 種、
人員の基準あり。
但し常勤換算

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

要介護度給付
Ⅰ

日用品・教養娯楽 利用者負担
衣 利用者調達
食 材料費：利用者負担（1日 780 円）
住 従来型：利用者負担なし
日用品・教養娯楽・被服費は利用者負担となる

行事・グループ活動

軽 25％　　　　　中 50％　　　　　重 25％

季刊しんあい90号（平成26年５月 25 日発行）

3

理事長　鈴 木　恂 子
9

ー特別養護老人　ホームの役割ー
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　たまゆらホームの火災で明らかになった現実。日常的に地域包括支援センターが関わるゴミに埋もれて生活する高齢者や扉
を硬く閉ざして孤立する高齢者は少なくありません。かつては近隣者→民生委員→福祉事務所→老人福祉施設という流れがあ
りましたが、契約・自己責任を基調にした社会福祉基礎構造改革から介護保険法の施行により地域の実情は大きく変化しました。
特別養護老人ホームは介護サービス提供施設に位置付けられ、介護度の重い方から入所します。養護老人ホームは措置費が地
方交付税に含まれ各自治体の一般財源になり、当初予算で入所者数の枠が決まるため、新規入所はなかなか受け付けてもらえず、
生活保護法の下で生活保護費を受けて地域でアパートひとり暮らしとなることが多い現実です。

　介護保険制度が 2000（平成 12）年 4 月に施行されて、13 年が経過しました。その間に 3年ごとの制度改正が 4回行われ、
今年度は 2015（平成 27）年からの制度改正にそって、各自治体で第 6期の介護保険事業計画や保険料が決まります。
　特別養護老人ホームに関する主な改正点は、①入所者を中重度者へ重点化する②一定以上所得者の利用者負担の見直し③補
足給付の見直し（資産等を勘案する）といわれています。
　又、特別養護老人ホームの施設整備は、2003（平成 15）年度からは個室ユニット型が基準となって、居室料などの利用者負
担も有料老人ホームに近づき、地域によっては競合しています。一方、特別養護老人ホームの待機者が全国で 52 万人と報じら
れ、特別養護老人ホームを規制緩和して、株式会社等の参入を認めるべしともいわれています。
　本来特別養護老人ホームは地域の中でどのような役割を果たすべきなのでしょうか。更なる変化の前に確認しておきたいと
思います。
　今回は特別養護老人ホームの質的な変化を整理してみました。みなさまはいかがお考えでしょうか。

（編集：法人事務局　青木　志乃）

老人福祉法に基づく特別養護老人ホーム 介護保険法　施行開始（2000年４月） 介護保険制度改正（2003年～2012年） 介護保険制度改正案（2015年）
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・加算の多くは医療職を中心に要件化され、生活の場から医療的介護
提供の場へシフト

【まとめ】
・特別養護老人ホームが介護老人福祉施設になってから 13 年が
経過した今、介護度の高い人、医療的介護サービスが求められて
います。
・個室ユニット型の施設整備により、室料が月額 6万円近くなり、
食費と併せると基準額で 10 万円を超えます。これが国の示す特
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・特別養護老人
ホームの中重度
者への重点化
・一定以上所得
者の利用者負担
の見直し（一割
→二割）
・補足給付の見
直し（資産等の
勘案）

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

基本報酬
＋

個別加算
要介護度給付
（原則要介護 3以上）

Ⅰ

日用品・教養娯楽 利用者負担
衣 利用者調達
食 材料費・調理費：利用者負担（1日 1,380 円）

住
従来型　多床室：1日 300 円　個室：1,150 円
新型　個室ユニット：1日 1,970 円

行事・グループ活動

・施設整備の基
準が個室ユニッ
トになる
・居住費－一部
利用者負担
個室ユニット－
個室料
・食事代－調理
費用も利用者負
担
・保険給付は基
準報酬額減額・
各種加算

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

要介護度給付
Ⅰ 個別の加算が制度改

正のたびに多くなる

日用品・教養娯楽 利用者負担
衣 利用者調達
食 材料費・調理費：利用者負担（1日 1,380 円）

住
従来型　多床室：1日 300 円　個室：1,150 円
新型★個室ユニット：1日 1,970 円

★個室スペースは補助金の対象外

行事・グループ活動

保険給付
介護度別・日額
単位
事業費・事務費
の区分なし
人 件 費、 職 種、
人員の基準あり。
但し常勤換算

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

要介護度給付
Ⅰ

日用品・教養娯楽 利用者負担
衣 利用者調達
食 材料費：利用者負担（1日 780 円）
住 従来型：利用者負担なし
日用品・教養娯楽・被服費は利用者負担となる

行事・グループ活動
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シ
ニ
ア
世
代
の
病
気
と
入
院
準
備

　
〜
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
管
理
・
医
療
機
関
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
〜

（
平
成
26
年
2
月
5
日
開
催
）

　
シ
ニ
ア
世
代
に
多
い
病
気
は
、
主
に
血
管
の
老
化
か
ら
来
る
も
の
が
多
く
、
高
血
圧
症
、
脳

卒
中
（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
）、
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
が
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
方
に
は
、
降
圧
利

尿
剤
や
血
管
拡
張
剤
が
処
方
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
日
中
の
活
動
量
が
少
な
く
な
り
、
水
分
摂

取
が
控
え
め
と
な
る
冬
場
に
は
便
秘
に
な
り

や
す
く
、
不
眠
の
症
状
も
出
や
す
く
な
り
ま

す
。
昼
寝
は
20
分
く
ら
い
で
十
分
で
す
。
ま

た
電
気
毛
布
な
ど
を
使
っ
て
い
る
と
知
ら
な

い
う
ち
に
脱
水
症
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
分
は
し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
咳
が
２
週
間
続
い
た
ら
、
風
邪
で
は
な
く

結
核
を
疑
っ
て
み
ま
す
。
今
の
高
齢
者
は
戦

前
、
戦
中
に
罹
患
し
た
結
核
が
、
免
疫
力
の

低
下
に
よ
り
再
発
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で

す
。
誤
え
ん
や
誤
飲
で
肺
炎
と
な
る
方
も
多

い
の
で
す
が
、
予
防
は
お
し
ゃ
べ
り
を
た
く

さ
ん
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
家
に
住
ん
で
い
る
と
、
外
で
転
倒
す
る

可
能
性
が
高
く
な
る
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
か
か
り
つ
け
医
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活
歴
や
家
族
構
成
な
ど
を
把
握
し
、
過
去
の
健
康
診
断

の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
の
で
と
て
も
頼
り
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
が
書
い
て

く
れ
る
紹
介
状
や
診
療
情
報
提
供
書
を
持
っ
て
い
く
と
そ
の
病
院
で
は
、
と
て
も
丁
寧
に
対
応

し
て
く
れ
ま
す
。
是
非
、
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
入
院
す
る
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ナ
ー
ス
と
い
う
担
当
の
看
護
師
が
い
ま
す
の
で
、
症
状

や
治
療
の
こ
と
な
ど
は
我
慢
し
な
い
で
伝
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
在
宅
生
活
を
長
く
送
る
た
め
に
も
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
下
さ
い
。

（
看
護
師
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
緑
苑
相
談
員
　
樋
口
　
和
子
）

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
食
事

（
平
成
26
年
2
月
19
日
開
催
）

　
食
生
活
は
、
そ
の
年
代
ご
と
に
変
化
し
ま
す
。
高
齢
期

に
な
る
と
筋
力
や
体
力
も
衰
え
、
成
人
病
が
心
配
に
な
り

ま
す
。
老
化
を
遅
ら
せ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
食
生
活
を
送

る
と
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
老
人
研
究
所
か
ら
指

針
が
出
て
い
ま
す
。

■
老
化
を
遅
ら
せ
る
食
生
活
指
針（
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
）

＊ 

15
項
目
あ
り
ま
す
が
こ
こ
で
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　
１
． 

３
食
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
と
り
欠
食
は
避
け
る

　
２
．
魚
と
肉
の
摂
取
は
１
：
１
程
度
の
割
合

　
３
． 

肉
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を
摂
取
し
、
偏
ら
な
い
よ

う
に
す
る

　
４
．
油
脂
類
の
摂
取
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

　
５
． 

野
菜
は
緑
黄
色
野
菜
、
根
野
菜
な
ど
豊
富
な
種
類
を
毎
日
食
べ
火
を
通
し
て
摂
取
量
を

確
保
す
る

　
６
．
食
欲
が
な
い
と
き
は
と
く
に
お
か
ず
を
先
に
食
べ
ご
飯
を
残
す

　
７
．
食
材
の
調
理
法
、
保
存
法
を
習
熟
す
る

　
８
．
健
康
情
報
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

　
主
食
、
た
ん
ぱ
く
質
、
野
菜
、
果
物
、
乳
製
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
る
か
ど
う
か
点

検
表
を
つ
け
て
み
る
と
、
自
分
の
食
生
活
の
偏
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
の
方
に
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
（
1
日
６
０
０
mg
）
を
十
分
に
摂
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
牛
乳
な
ら
２
０
０
mg
／
２
０
０
mℓ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
だ
と
２
４
０
mg
／
１
０
０
ｇ
、

鰺
は
　
70 

mg
／
１
０
０
ｇ
で
す
。
魚
は
意
外
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
摂
れ
な
い
の
で
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

が
お
勧
め
で
す
。
た
だ
し
甘
い
も
の
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
異
な
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
運
動
し
な
い
方
の
1

日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
８
０
０
Kcal
で
す
。
緑
苑
で
提
供
し
て
い
る
昼
食
会
の
食
事
は
、

４
０
０
〜
５
０
０
Kcal
で
す
。
ご
自
宅
の
食
事
と
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
簡
単
に
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
（
春
菊
ポ
ン
酢
が
け
、
牛
肉
の
さ
っ
と
煮
、
焼
き
野
菜

の
マ
リ
ネ
）
の
ご
紹
介
を
し
、
み
な
さ
ん
に
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
緑
苑
管
理
栄
養
士
　
竹
内
　
友
恵
）

季刊しんあい90号（平成26年５月 25 日発行）
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シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
　
〜 

か
ら
だ
を
動
か
し
て
み
よ
う 

〜

（
平
成
26
年
1
月
8
日
・
22
日
開
催
）

　「
健
康
の
た
め
に
運
動
す
る
こ
と
は
大
切
だ
。」
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
判
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ざ
実
行
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
か
ら
だ
が
動
か
な
く
な
っ
て
か
ら
あ
わ
て

て
も
遅
い
の
で
、
せ
め
て
「
寝
た
き
り
」
に
な
る
前
に
意
識
し
て
運
動
し
た
い
も
の
で
す
。

　
運
動
を
す
る
と
、
関
節
や
筋
肉
が
柔
ら
か
く
な
る
、
筋
肉
が
強
く
な
る
な
ど
、
健
康
的
な
生

活
を
送
る
た
め
の
基
礎
的
な
体
力
を
作
る
と
共
に
、
精
神
的
に
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
脳
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
ボ
ケ
予
防
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
や
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
な
ど
、
介
護
予
防
に
関
連

し
て
高
齢
者
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
は
、「
筋
肉
や
関
節
な
ど
が
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
り
、

日
常
生
活
に
障
害
を
き
た
し
て
「
要
介
護
」
や
「
寝
た
き
り
」
に
な
る
危
険
性
の
高
い
状
態
の

こ
と
」
で
す
。

　
ま
た
、「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
は
、「
加
齢
に
伴
い
筋
肉
量
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
」
で
す
。
若

い
人
の
筋
肉
は
、
使
わ
な
い
と
筋
繊
維
は
細
く
な
る
だ
け
で
す
が
、
高
齢
に
な
る
と
細
く
な
る

だ
け
で
な
く
数
が
減
っ
て
き
ま
す
。

　
従
っ
て
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
か
ら
だ
を
動
か
し
て
筋
肉
が
衰

え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
年
を
取
る
と
弱
く
な
る
筋
肉
が
、
も
も
や
お
尻
な
ど
足
腰
の
筋
肉
で
す
。

　
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
自
分
の
か
ら
だ
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
足
腰
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
足
腰
を
鍛
え
る
運
動
は
、す
も
う
の
「
四し

股こ

」
が
一
番
だ
と
思
っ
て
皆
さ
ん
に
勧
め
て
い
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、

　
　
(1)
　
ひ
ざ
が
足
先
よ
り
前
に
出
な
い
こ
と
。

　
　
(2)
　
ひ
ざ
か
ら
下
の
す
ね
が
床
に
対
し
て
垂
直
に
な
る
こ
と
。

　
　
(3)
　
ひ
ざ
が
足
先
の
向
い
て
い
る
方
に
開
く
こ
と
。

　
　
(4)
　
背
す
じ
を
伸
ば
す
こ
と
。

で
す
。

　
特
に
、
ひ
ざ
が
前
に
出
る
と
ひ
ざ
に
負
担
が
か
か
っ
て
痛
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ひ

ざ
が
前
に
出
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
私
が
行
っ
て
い
る
健
康
講
座
で
は
、
こ
の
姿
勢
を
覚
え
る
た
め
に
イ
ス
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、

　
　
(1)
　
背
す
じ
を
伸
ば
し
た
姿
勢
で
ひ
ざ
を
大
き
く
開
い
て
イ
ス
に
深
く
座
り
ま
す
。

　
　
(2)
　 

ひ
ざ
か
ら
下
の
す
ね
が
床
に
対
し
て
垂
直
に
な
る
よ
う
に
足
を
置
き
、
足
先
は
ひ
ざ

の
向
い
て
い
る
方
に
開
き
ま
す
。

　
　
(3)
　 

足
裏
全
体
を
使
っ
て
床
を
押
す
感
じ
で
上
体
を
少
し
前
に
傾
け
、
イ
ス
か
ら
腰
を
浮

か
せ
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
姿
勢
が
基
本
の
姿
勢
で
す
。

　
立
ち
上
が
っ
た
ら
再
び
お
尻
が
イ
ス
の
元
の
位
置
に
来
る
よ
う
に
座
り
、
こ
れ
を
繰
り
返
し

行
い
ま
す
。

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
の
た
め
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
泉
苑
、
緑
苑
、
あ
さ
ひ
苑
で
は
、
健
康
の
た
め
に
必
要
な
か
ら
だ
の
動
か
し
方
、
使
い
方
等

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
「
健
康
体
操
講
座
」
を
通
年
で
月
２
〜
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
も
よ
り
の
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
介
護
予
防
専
任
講
師
　
山
木
　
健
司
）

緑
苑
・
安
心
シ
ニ
ア
塾 

[3]

よい四股の姿勢

　
平
成
25
年
度
の
安
心
シ
ニ
ア
塾
は
9
月
18
日
に
開
講
し
、
計
11
回
の
講
座
に
の
べ

５
０
６
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
修
了
し
ま
し
た
。
後
半
の
講
座
を
ま
と
め
て
お

伝
え
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
26
年
度
に
は
春
に
「
専
門
講
座
」、
秋
に
「
入
門
講
座
」
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に
基
づ
い
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
両
立
）
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
法
人
で
は
、法
令
を
上
回
る
育
児
支
援
や
、正
職
員
の
短
時
間
勤
務
制
度
等
、

職
員
が
安
心
し
て
長
く
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
第
３
期
計
画
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
、
期
間
中
の
目
標

の
達
成
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

多
摩
同
胞
会
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み

次世代育成支援行動計画（第3期）

１．計画期間

　　平成25年12月１日から平成27年11月30日まで

２．目　　標

　　１） 計画期間内に、男性職員が育児休業を取得すること
　　２） 日曜日、祝祭日等に勤務する職員のための保育を実

施すること
　　３） 毎月、事業所持ち回りで職場見学会を開催し、職員

の家族に福祉の職場を理解してもらうこと

　
平
成
26
年
４
月
１
日
付
に
入
職
す
る
正
職
員
を
対
象
に
し
た
事
前
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。（
日
程
：
平
成
26
年
３
月
26
日
〜
28
日
、
会
場
：
緑
苑
地
域
交

流
ス
ペ
ー
ス
）
参
加
し
た
職
員
は
24
名
（
高
齢
施
設
配
属
22
名
、
母
子
施
設
配

属
２
名
）。

　
理
事
長
の
「
法
人
の
あ
ゆ
み
、
理
念
」
の
講
義
に
始
ま
り
、
小
笠
原
理
事
の

「
社
会
福
祉
の
変
遷
と
職
員
の
役
割
」、
そ
し
て
管
理
職
に
よ
る
人
事
制
度
、

就
業
規
則
、
個
人
情
報
管

理
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
府
中
市
、
神
田
の
福

祉
等
、
介
護
基
礎
研
修
の

実
技
も
含
め
て
３
日
間
で

24
時
間
の
充
実
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
学
び
ま
し
た
。

　
新
人
職
員
か
ら
は

「
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

頑
張
る
」「
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
則
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
」「
利
用
者
の
で

き
る
こ
と
を
尊
重
す
る
」

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
研
修
内
容
を
時
に
は

振
り
返
り
業
務
に
活
か
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
成
26
年
度
　
入
職
時
基
礎
研
修
報
告

季刊しんあい90号（平成26年５月 25 日発行）

７

介
護
の
こ
つ

（
平
成
26
年
3
月
5
日
開
催
）

　
普
段
元
気
に
過
ご
し
て
い
て
も
、
あ
る
日

突
然
介
護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
り
、
介
護
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
知
っ
て
い

れ
ば
安
心
し
て
向
き
合
え
る
「
介
護
予
防
か

ら
介
護
保
険
利
用
ま
で
の
流
れ
」
と
「
介
護

の
こ
つ
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
に
毎
年
府
中
市
か
ら
「
心
と
体
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ

に
回
答
す
る
と
そ
の
結
果
に
応
じ
て
要
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の

介
護
予
防
事
業
や
介
護
予
防
専
門
教
室
を
利
用
出
来
ま
す
。
一
方
要
支
援
・
要
介
護
と
認
定
さ

れ
た
方
は
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
原
則
1
割
負
担
で
利
用
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
介
護
保
険

に
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ご
本
人
の
希
望
や
体
の
状
態
を
ふ
ま
え

て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、
経
過
を
確
認
し
な
が
ら
支
援
し
ま
す
。

　
介
護
す
る
時
に
は
①
ご
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
ま
ず
は
ご
自
分
で
出
来
る
方
法
を
考
え
て

み
る
事
、
そ
の
方
の
痛
み
や
つ
ら
さ
に
共
感
し
な
が
ら
敬
意
を
も
っ
て
向
き
あ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
②
体
を
動
か
す
時
に
は
な
る
べ
く
腰
を
使
わ
ず
お
尻
や
太
も
も
の
大
き
な
筋
肉
を
使
う
事
、

体
を
支
え
る
時
に
は
広
い
面
で
支
え
る
事
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
時
に
ち
ょ
っ
と
お
尻
を
前

に
出
し
、
重
心
の
位
置
を
変
え
る
と
楽
に
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
③
ま
た
、
認
知
症
の
方
の
認
知
面
の
変
化
は
病
変
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ご
本
人
の
本
質
は

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
言
葉
で
の
説
明
よ
り
柔
ら
か
い
表
情
で
向
き
合
う
事
の

方
が
安
心
し
て
い
た
だ
く
の
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
声
の
ト
ー
ン
を
落
と
し
て
ゆ
っ
く
り
ひ
と

つ
ず
つ
簡
潔
に
説
明
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

（
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・
府
中
市
立
あ
さ
ひ
苑
副
施
設
長
　
野
尻
　
俊
介
）

暮
ら
し
の
安
全
　
〜
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
出
来
る
事
・
地
域
で
出
来
る
こ
と
〜

（
平
成
26
年
3
月
19
日
開
催
）

　
暮
ら
し
の
安
全
に
つ
い
て
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
意
見
等
も
伺
い
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
安
全
と
は
何
で
し
ょ
う
か
、
何
を
も
っ
て
、
安
全
と
思
う
か
は
異
な

り
ま
す
が
、
生
活
を
し
て
い
く
中
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
を
誰
も
が
、
望
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
。
交
通
事
故
等
だ
け
が
危
険
な
こ
と
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
街
の
中
や

自
宅
の
中
に
も
あ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
か
を
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
視
点
で
ご
紹
介
し
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
健
康
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
、
府
中
市
役
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
府
中
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ふ
ち
ゅ
う
、
多
摩
府
中
保
健
所
、
女
性
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
災
害
や
防
犯
に
つ
い
て
は
、
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
、
府
中
警
察
署
と

言
っ
た
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
お
く
こ
と
で
、
安
全
な
暮
ら
し

に
つ
な
が
り
ま
す
。
安
全
の
た
め

の
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
出
来
る
事

や
地
域
で
出
来
る
事
を
今
後
も
安

心
シ
ニ
ア
塾
の
中
で
、
皆
さ
ん
と

共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
、
全
11
回
に
参
加

さ
れ
た
3
名
の
方
へ
修
了
証
を
お

渡
し
し
ま
し
た
。
３
名
の
方
か
ら

お
言
葉
を
頂
き
参
加
さ
れ
る
方
の

思
い
を
知
り
ま
し
た
。
平
成
26
年

度
も
安
心
シ
ニ
ア
塾
を
継
続
し
ま

す
。
参
加
し
て
「
良
か
っ
た
」、「
安

心
し
た
」、「
健
康
に
な
っ
た
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
講
座

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
緑
苑
セ
ン
タ
ー
長
　
比
留
間
　
貴
）

６

鈴木理事長から修了証の贈呈



　
春
の
お
彼
岸
の
時
の
こ
と
。
信
愛
寮
の
利
用
者
Ｉ
さ
ん
は
入
所
さ
れ
て
４
ヶ
月
。
初
め

て
法
人
墓
地
の
あ
る
八
王
子
の
上
川
霊
園
の
墓
参
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
誘
い
し
た
際
に
は
、
躊
躇
さ
れ
て
い
た
Ｉ
さ
ん
で
し
た
が
、「
ド
ラ
イ
ブ
も
兼
ね

て
！
」
と
参
加
。
到
着
す
る
な
り
人
一
倍
は
り
き
っ
て
ゴ
ミ
袋
を
広
げ
、
落
ち
葉
を
た
く

さ
ん
集
め
て
お
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
法
人
墓
地
は
、
ご
家
族
と
無
縁
だ
っ
た

方
々
が
眠
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
し

て
、
戦
争
孤
児
と
い
う
生
活
歴
の
中
で
、
孤

独
や
寂
し
さ
と
共
に
生
き
て
来
ら
れ
た
Ｉ
さ

ん
。
手
を
合
わ
す
後
ろ
姿
に
何
か
安
堵
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
信
愛
寮
に
入
所
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で

き
た
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
共
に
、「
こ
れ
も

何
か
の
ご
縁
で
」
と
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

た
墓
参
を
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
Ｉ
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
「
新
し
く
始
め
た
こ
と
」
と
し
て
毎
年
の
上
川
霊

園
の
墓
参
に
参
加
し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
さ
ん
は
他
に
も
、
節
分
の
時
の
鬼
役
や
、
農
園
作
業
の
お
手
伝
い
も
行
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

　
現
在
73
歳
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
信
愛
寮
に
入
所
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
「
新
し
く

始
め
た
こ
と
」
に
た
く
さ
ん
出
あ
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
Ｉ
さ
ん
は
、
お
人
柄
か
ら
い
つ
も
信
愛
寮
を
明
る
く
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
支
援
員
も
ま
す
ま
す
明
る
く
楽
し
い
信
愛
寮
の
暮
ら
し
作
り
を
ま
た
新
た
に
始
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
支
援
員
　
斉
藤
　
充
子
）

　
今
年
、
き
ず
な
か
ら
は
２
人
の

中
学
１
年
生
と
５
人
の
小
学
１
年

生
が
入
学
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　「
も
う
中
学
生
に
な
る
っ
て
い

う
実
感
が
湧
か
な
い
な
ぁ
。」
と

言
っ
て
い
た
新
中
学
生
の
女
の
子

Ａ
さ
ん
。
Ａ
さ
ん
は
、
学
童
の
中

で
は
中
心
と
な
っ
て
学
童
を
ま
と

め
て
く
れ
て
、
み
ん
な
の
頼
れ
る

お
姉
さ
ん
で
し
た
。
６
年
生
の
頃

か
ら
中
学
校
の
部
活
体
験
に
参
加

し
、
夕
方
暗
く
な
る
ま
で
部
活
を

し
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
し
た
。
運
動
が
得
意
な

Ａ
さ
ん
は
「
テ
ニ
ス
部
に
入
る
ん

だ
！
」
と
期
待
い
っ
ぱ
い
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
に
な
り
勉
強
も
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
私
た
ち
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
に
部
活

に
と
両
立
し
た
中
学
校
生
活
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ピ
カ
ピ
カ
の
小
学
１
年
生
た
ち
。
か
ら
だ
よ
り
少
し
大
き
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
な
が
ら
、
学
童
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
、
き
ず
な
か
ら
の
通
学
路
を
山

越
え
川
越
え
頑
張
っ
て
通
学
し
て
い
ま
す
。

　
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
る
中
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
き
な
が
ら
、
楽
し
く
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
母
子
支
援
員
　
庄
司
　
幸
代
）

緑 苑

きずな

新
し
い
学
校
生
活

新
し
く
始
め
た
こ
と
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春
は
た
っ
ち
で
も
出
会
い
と
別
れ
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
4
月
か
ら
新
た
な
生
活
が
始
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
週
に
何
回
も
遊
び
に
来
て

く
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
園
す

る
と
聞
い
た
時
は
、
成
長
の
喜
び
も
感
じ
ま
す
が
、

や
っ
ぱ
り
寂
し
い
気
持
ち
の
方
が
大
き
い
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
「
た
っ
ち
最

後
の
日
!?
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
小
学
校
に
入
学

す
る
６
歳
の
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。
た
っ

ち
最
後
の
日
に
ひ
ろ
ば
を
利
用
し
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
に
小
学
生
に
な
っ
た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
や
楽
し
み
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
で
た
答
え
の
中
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
自
転
車
と
鉄
棒
で
す
。
自
転
車
は
補

助
輪
を
外
し
て
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
か
、
も
っ
と
運
転
が
上
手
く
な
り
た
い
。
で

し
た
、
鉄
棒
で
は
逆
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
大
き
な
高
い
鉄
棒
で
も
逆
上

が
り
し
た
い
、
な
ど
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
に
行
っ
て
も
色
々
な
こ
と
に
、
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
楽
し
い
学
校
生
活

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
近
く
に
来
た
時
に
は
受
付
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
に
元
気
な
声
で
顔
を

み
せ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（
ひ
ろ
ば
担
当
　
市
村
　
英
貴
）

た
っ
ち
最
後
の
日
!?

　
平
成
16
年
１
月
13
日
。
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
い
わ
も
と
」
に
ご
利

用
者
が
入
居
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
が
経
ち
、今
で
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
４
つ
の
事
業
で
１
８
６
名
の
方
が
、
そ
し
て
介
護
予

防
教
室
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
含
め
る
と
３
０
０
名
近
い
方
が
、
延
べ
に
す
る
と
さ
ら

に
多
く
の
方
が
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
を
ご
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
隣
の
小
学
校
や
幼
稚
園
の
子
供
た
ち
が
定
期
的
に
訪
れ
た
り
、「
岩
本
町
ほ
ほ
え
み

プ
ラ
ザ
サ
ポ
ー
ト
隊
」
と
し
て
元
気
な
シ
ニ
ア
の
方
か
ら
小
学
生
ま
で
、
ま
た
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
企
業
の
方
々
が
活
動
の
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
異
世
代
と
の

交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に

10
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
行

っ
て
い
き
ま
す
。
納
涼
会
や
秋
の
ほ
ほ

え
み
展
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
親
会
等
々
。

　
新
た
な
10
年
に
向
け
て
ま
す
ま
す
開

か
れ
た
施
設
と
し
て
地
域
の
方
々
や
多

く
の
皆
様
と
と
も
に
活
動
を
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
平
成
16
年
1
月
15
日
に
発
行
さ
れ
た
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
オ
ー
プ
ン
を

ご
案
内
し
た
広
報
千
代
田
の
臨
時
号
で
す
。）

（
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
次
長
　
高
橋
　
誠
）

岩本町

たっち

新
た
な
10
年
に
向
け
て

春
に
な
り
桜
が
咲
く
と
気
持
ち
も
あ
ら
た
に

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

 

新
し
く
始
め
る
こ
と

 

〜
新
年
度
を
迎
え
て
〜

８



　
泉
苑
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
26
年
2
月
よ
り
、
一
年
間
ほ
ど
休
止
し
て
お
り
ま
し
た

「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
を
再
開
し
ま
し
た
。
再
開
に
よ
り
、
泉
苑
で
は
定
員
30
名

の
通
所
介
護
と
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
と
し
て
の
定
員
10
名
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
持
ち
ま
す
。
再
開
し
た
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
特
徴
は
、
30
名
の
通
所
介
護
が
複

数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
利
用
者

に
選
択
し
て
い
た
だ
き
自
立
支

援
を
目
指
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
時
間
割
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

あ
え
て
作
ら
ず
、
利
用
者
の
生

活
す
る
ペ
ー
ス
で
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
特
徴
と

し
て
い
ま
す
。
泉
苑
で
利
用
者

に
合
わ
せ
て
職
員
が
向
き
合
い
、

安
心
し
た
気
持
ち
で
一
日
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
。
多
人
数
が

苦
手
な
人
で
も
利
用
で
き
る
ゆ

っ
た
り
と
し
た
日
の
当
た
る
ス

ペ
ー
ス
。
泉
苑
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ご
利
用
者
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
相
談
員
　
内
田
　
亮
輔
）

　
寒
い
冬
が
過
ぎ
、
暖
か
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
ご
利
用
者
の
お
宅
に

訪
問
す
る
と
、「
新
し
く
始
め
た
事
」に
つ
い
て
の
お
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
例
え
ば
・・・

「
前
々
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
囲
碁
の
サ
ロ
ン
会
に
参
加
し
始
め
た
。」（
78
歳 

男
性
）

「
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
（
賃
貸
）
を
借

り
、
そ
こ
で
新
し
い
趣
味
（
骨
董
収

集
）
を
始
め
た
。」（
80
歳 

女
性
）

「
夫
の
介
護
の
合
間
に
何
か
社
会
貢

献
し
た
い
と
感
じ
、
サ
ロ
ン
の
お
手

伝
い
を
始
め
た
。」（
82
歳 

女
性
）

　
な
ど
な
ど
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
「
新

し
く
始
め
た
事
」
を
楽
し
ま
れ
て
い

る
ご
様
子
で
す
。

　
中
で
も
、
85
歳
の
Ｙ
さ
ん
か
ら
は
、

「
今
ま
で
送
迎
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
っ
て
い
た
。
外
も
暖
か
く
な

っ
て
き
た
し
、
も
っ
と
長
い
距
離
を

歩
き
た
い
の
で
、
か
ざ
ぐ
る
ま
（
循

環
バ
ス
）
に
乗
っ
て
体
操
教
室
に
行

き
始
め
た
。」
と
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
昨
年
、他
県
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
、

当
初
は
外
出
機
会
を
つ
く
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
Ｙ
さ
ん
。
今
で
は
、
筋
力
向
上
、
交
流

の
場
を
求
め
、
週
に
２
回
以
上
外
出
さ
れ
、
ま
さ
に
「
介
護
予
防
」
を
実
践
さ
れ
て
い
る

姿
に
こ
ち
ら
も
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
る
程
で
す
。

　
皆
様
の
「
新
し
く
始
め
た
事
」
に
刺
激
を
受
け
、
私
自
身
も
何
か
新
た
な
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
相
談
員
　
綿
貫
　
順
）

泉　苑

連 雀

新
し
く
始
め
た
事

認
知
症
対
応
型

　
　
通
所
介
護
の
再
開
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昨
年
度
か
ら
中
学
校
、
今
年
度
か
ら
小

学
校
も
加
え
、
授
業
の
時
間
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
学
校
公
開
授
業
だ
っ
た

の
で
多
く
の
保
護
者
の
方
々
に
も
聞
い

て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
の
心
に
届
く

よ
う
に
と
願
い
を
込
め
、
あ
さ
ひ
苑
劇
団

を
結
成
し
、
町
で
困
っ
て
い
る
お
年
寄
り

を
演
じ
き
り
「
相
手
に
寄
り
添
う
こ
と
」

を
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
次
世
代
の
中
心
を
担
う
小
学

生
、
中
学
生
の
多
感
な
時
期
に
、
認
知
症

の
学
習
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
う
こ
と
の
大
切

さ
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
授
業
後
の
４
年
生
（
10
歳
）
の
感
想
文
か
ら
。「
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
他

の
人
が
知
ら
ん
ぷ
り
を
し
て
も
、
僕
が
助
け
る
！
　
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
ら

あ
さ
ひ
苑
　
３
６
９

－

０
０
８
０
　（
さ
ー
ロ
ッ
ク
、
オ
オ
イ
エ
ー
）
に
連
絡
す
る
！
」

　
子
供
に
は
パ
ワ
ー
が
、
熱
い
ハ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。
我
々
も
負
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
多
世
代
の
方
々
の
暖
か
い
見
守
り
の
目
が
増
え
、
地
域
に
暮
ら

す
お
年
寄
り
や
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
に
、
府
中
市
が
な
り

ま
す
よ
う
に
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
　
福
井
　
寛
之
）

　
春
は
入
園
、
入
学
、
進
級
の
季
節
を
経
て
、
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る
季
節
で
す
。
お
母

さ
ん
た
ち
も
新
し
い
職
場
、
子
ど
も
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
た
新
し
い
生
活
に
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
日
々
を
一
所
懸
命
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
し
ら
と
り
の
保
育
室
で
は
、
小
学
校
に
上
が
る
前
ま
で
の
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
同
じ

空
間
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
保
育
室
を
利
用
し
始
め
た
子
ど
も
た
ち
も
い
ま

す
。
初
め
て
保
育
室
に
預
け
ら
れ
て
不
安
そ

う
な
子
、
初
め
て
保
育
室
で
食
事
を
す
る
子
、

初
め
て
お
母
さ
ん
以
外
の
人
と
お
昼
寝
を
す

る
子
…
日
々
の
遊
び
ひ
と
つ
ひ
と
つ
も
初
め

て
の
経
験
、
初
め
て
の
体
験
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
時
は
保
育
士
の
手
助
け
に
加

え
、
ち
ょ
っ
と
先
輩
の
子
ど
も
た
ち
が
率
先

し
て
遊
び
、
食
べ
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
成
長

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
お
母
さ
ん
た
ち

は
そ
の
子
ど
も
の
姿
を
見
て
笑
顔
に
な
り
、

時
に
は
母
子
支
援
員
や
保
育
士
と
相
談
し
、

一
緒
に
子
育
て
を
し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い

こ
と
を
始
め
る
時
に
、
そ
の
不
安
に
そ
っ
て
、

そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
で
き
る
素

敵
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
成
長
は
早
い
も
の
で
、
こ
の
間
歩

き
始
め
た
と
思
っ
た
ら
す
で
に
靴
を
履
い
て
外
を
走
っ
て
い
る
１
歳
児
に
追
い
付
く
の
が

大
変
な
毎
日
で
す
。
体
力
づ
く
り
を
始
め
る
に
も
良
い
季
節
で
す
ね
。

　（
母
子
支
援
員
　
高
橋
　
明
子
）

しらとり

あさひ苑

春
の
『
始
め
る
』
に
寄
り
添
っ
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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新
年
度
、
私
も
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
き
ず
な
　
紫
野
久
子
）

暖
か
く
な
り
、
お
散
歩
も
気
持
ち

良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
た
く
さ
ん
子
ど
も
達
と
遊
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り
　
萬
友
希
子
）

最
後
の
編
集
担
当
号
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
た
っ
ち
　
山
本
菜
穂
子
）

季
刊
し
ん
あ
い
に
携
わ
る
こ
と
2

年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
信
愛
寮
の
ご
利
用
者
を
表
紙

に
飾
っ
た
こ
と
が
良
い
思
い
出
で

す
。 

（
緑
苑
　
西
林
昌
子
）

暖
か
く
な
り
外
出
す
る
の
に
丁
度

よ
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
ど
こ

に
行
こ
う
か
考
え
る
だ
け
で
楽
し

く
な
り
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑
　
伊
東
裕
子
）

季
刊
し
ん
あ
い
編
集
担
当
3
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
色
々

な
方
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。（

泉
苑
　
岩
渕
研
哉
）

今
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
施
設

で
の
出
来
事
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
か
ん
だ
連
雀
　
浅
見
達
也
）

次
年
度
に
介
護
保
険
制
度
の
改
定

を
控
え
複
雑
な
制
度
の
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
事
務
局
　
青
木
志
乃
）

昨
年
度
の
法
人
の
育
児
休
業
者
は

17
名
で
し
た
。
初
め
て
男
性
職
員

が
育
児
休
業
を
取
得
し
ま
し
た
。

（
編
集
長
　
上
野
廣
美
）

会
田
久
枝
　
青
山
幸
子
　
赤
林
好
子
　
浅
野
貞
子
　
浅
見
ス
ジ

子
　
網
代
恵
美
　
網
代
弘
子
　
網
干
君
子
　
荒
波
智
子
　
有
本

陽
子
　
安
藤
尚
子
　
飯
塚
喜
亥
子
　
井
口
イ
マ
　
囲
碁
を
楽
し

む
会
　
石
井
悦
子
　
石
井
久
子
　
石
井
宏
　
石
坂
勝
世
　
石
坂

規
容
子
　
石
坂
ト
メ
ヨ
　
石
坂
友
子
　
石
澤
圭
子
　
市
川
ア
イ
子

　
市
川
知
子
　
遠
藤
伊
代
　
伊
藤
徳
三
郎
　
伊
東
冨
美
子
　
井

上
真
左
子
　
岩
崎
敏
信
　
植
松
八
千
代
　
魚
川
桂
子
　
鵜
澤
シ

ズ
　
内
堀
美
喜
　
梅
林
治
代
　
梅
原
薫
　
梅
原
光
洋
　
卜
部
和

子
　
上
床
晃
代
　
遠
藤
圭
太
　
遠
藤
み
つ
よ
　
遠
藤
陽
子
　
大

川
久
美
子
　
大
久
保
峯
子
　
大
倉
弘
子
　
大
島
庸
子
　
大
野
文

子
　
大
森
久
美
子
　
大
森
華
　
大
山
夏
樹
　
緒
方
シ
ゲ
子
　
岡

田
智
子
　
岡
田
基
子
　
岡
裕
子
　
小
川
君
子
　
小
川
健
治
　
荻

野
和
子
　
荻
野
真
理
子
　
奥
山
亜
子
　
奥
山
チ
ヤ
子
　
小
倉
富

子
　
小
倉
道
子
　
オ
コ
サ
の
会
　
尾
崎
節
子
　
尾
崎
紘
之
　
尾

崎
靖
宣
　
尾
崎
ヨ
シ
子
　
尾
崎
佳
子
　
小
澤
ア
イ
子
　
小
貫
良

子
　
お
は
な
し
夢
く
ら
ぶ
　
尾
山
由
実
子
　
折
田
浩
一
　
御
野
礼

子
　
海
江
田
紀
久
子
　
笠
間
豊
子
　
鹿
島
千
重
子
　
鹿
島
キ
チ

　
梶
山
ア
サ
ミ
　
梶
原
栄
造
　
絈
野
美
千
代
　
片
桐
キ
ミ
子
　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ
　
加
藤
愛
子
　
加
藤
静
　
加
藤
規
子
　
加
藤

芙
美
子
　
加
藤
洋
子
　
金
澤
静
江
　
金
子
武
仁
　
上
沢
美
和
子

　
亀
岡
紀
知
信
　
岸
波
え
り
　
北
島
美
恵
子
　
北
村
三
枝
　
北

村
よ
し
こ
　
木
森
哲
　
草
野
美
鈴
　
具
嶋
郁
子
　
国
定
毅
　
久

野
晃
　
久
保
田
摩
耶
子
　
藏
内
睦
子
　
蔵
内
睦
子
　
栗
原
宏
子

　
桑
原
侑
子
　
桑
原
侑
子
　
弦
間
ま
さ
　
小
石
暁
子
　
小
出
晨
一

　
小
出
由
美
子
　
小
岩
井
雅
人
　
河
野
ト
シ
ヨ
　
小
島
ユ
ミ
子
　

小
島
百
合
子
　
小
菅
よ
し
江
　
後
藤
祐
輝
　
小
林
貞
子
　
小
林

真
弓
　
小
林
美
代
子
　
小
林
わ
か
子
　
駒
ヶ
嶺
泰
秀
　
是
永
美

代
子
　
紺
野
和
子
　
今
野
幸
子
　
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
　
斎
藤

孝
子
　
佐
伯
ヨ
シ
子
　
酒
井
和
子
　
坂
本
越
子
　
坂
本
敬
子
　

佐
久
間
桂
子
　
櫻
井
正
治
　
佐
々
木
英
子
　
佐
々
木
真
由
紀
　

佐
藤
秋
子
　
佐
藤
英
子
　
佐
藤
公
子
　
佐
藤
妙
子
　
佐
藤
な
か

子
　
佐
藤
初
江
　
佐
野
田
鶴
子
　
澤
良
子
　
椎
名
君
代
　
塩
澤

佳
津
子
　
志
賀
兼
一
　
重
田
文
子
　
品
田
啓
子
　
渋
谷
好
子
　

島
田
た
ず
　
清
水
文
枝
　
下
江
美
鈴
　
下
宏
子
　
進
藤
サ
エ
子

　
進
藤
琿
子
　
新
村
信
子
　
菅
野
英
美
子
　
杉
本
　
節
子
　
杉

山
恵
子
　
鈴
木
暉
子
　
鈴
木
和
子
　
鈴
木
好
枝
　
鈴
木
嘉
子
　

瀬
戸
貞
子
　
浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い
　
高
井
汪
子
　
高
木

愛
子
　
高
梨
珠
子
　
高
鍋
恵
子
　
鷹
野
榮
子
　
高
橋
恭
子
　
高

橋
ち
よ
子
　
竹
内
由
美
子
　
竹
松
ふ
く
　
田
島
み
よ
　
辰
本
ケ

イ
コ
　
田
中
久
美
子
　
田
中
ヒ
サ
子
　
田
中
翠
　
田
部
美
智
子

　
多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団
　
丹
野
由
紀
子
　
千
葉
芳
子
　
土

屋
と
き
枝
　
寺
町
律
子
　
東
郷
實
枝
子
　
常
世
田
ひ
か
り
　
戸

島
正
子
　
栃
谷
さ
き
　
富
田
和
代
　
富
田
秀
子
　
永
井
文
子
　

中
垣
春
代
　
中
下
秀
子
　
長
島
広
美
　
永
田
良
子
　
中
村
紀
久

子
　
中
村
清
美
　
中
村
美
佐
江
　
中
村
恭
俊
　
中
山
康
　
成
島

久
恵
　
西
川
順
子
　
西
久
保
長
子
　
西
村
珠
美
　
二
宮
澄
子
　

野
坂
昭
弘
　
野
坂
い
く
世
　
埜
崎
聖
子
　
萩
原
奈
美
　
萩
原
八

枝
　
橋
場
昭
　
橋
本
巌
　
橋
本
恵
子
　
波
多
野
慶
子
　
羽
鳥
み

の
る
　
濱
田
真
理
奈
　
早
矢
仕
房
男
　
羽
山
直
子
　
原
田
圀
彦

　
原
田
康
子
　
原
俊
江
　
樋
口
政
子
　
樋
口
よ
し
子
　
樋
口
留

美
　
肥
後
住
江
　
尾
藤
智
子
　
平
泉
順
子
　
平
尾
佳
奈
子
　
平

岡
美
津
子
　
平
澤
み
ど
り
　
平
田
敦
子
　
平
野
恵
子
　
広
木
き

く
江
　
福
田
佐
代
子
　
藤
沢
キ
エ
　
船
岡
栄
子
　
舟
久
保
良
子

　
舟
見
三
佐
子
　
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間
　
星
川
美
津
子
　
星

野
み
な
み
　
星
野
ユ
キ
エ
　
星
野
若
佐
　
堀
田
武
三
郎
　
堀
切
重

明
　
本
田
ひ
ろ
み
　
孫
田
一
昭
　
政
所
優
季
　
増
田
博
美
　
町
田

知
行
　
松
浦
詩
音
里
　
松
尾
和
枝
　
松
下
朗
　
松
田
恵
子
　
松

野
ア
イ
　
松
原
友
子
　
丸
田
の
ぶ
子
　
三
坂
和
子
　
三
輪
孝
子

　
宮
崎
清
子
　
宮
下
美
智
子
　
明
神
淑
恵
　
明
神
冷
子
　
村
井

福
子
　
村
野
豊
子
　
望
月
友
子
　
本
野
幸
子
　
百
瀬
洋
子
　
森

澤
典
子
　
森
脇
敦
子
　
八
重
の
会
　
谷
貝
祥
子
　
山
口
駿
　
山

田
一
丸
　
山
田
佳
津
江
　
山
田
ケ
イ
子
　
山
田
順
子
　
山
本
千
津

子
　
山
本
峯
子
　
鑓
溝
千
寿
子
　
ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
尹
　

鮮
希
　
横
尾
千
絵
　
横
尾
美
知
子
　
吉
田
育
子
　
吉
田
恒
雄
　

吉
田
ヒ
サ
子
　
吉
田
睦
子
　
米
山
秀
子
　
る
り
ま
つ
り
の
会
　
朗

読
赤
十
字
奉
仕
団
　
脇
山
令
子
　
和
田
誠
子
　
渡
辺
勇
　
渡
辺

一
恵
　
渡
辺
勝
征
　
渡
辺
キ
ク
　
渡
辺
久
代
　
渡
邉
弘
子
　
渡

辺
浩
美
　
渡
邉
房
子
　
渡
辺
守
　

　
　
　
（
２
０
１
4
年
1
月
〜
２
０
１
4
年
3
月
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

横
田
基
地
内
在
日
米
軍
司
令
部
広
報
部
　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
あ
き
る
野
　
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
　

K
C
J
G
R
O
U
P
株
式
会
社
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
　
公
益
財
団
法
人
井
上
バ
レ
エ
団
　
伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
　
川
田

直
子
　
高
橋
由
紀
子
　
宮
崎
永
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
１
4
年
1
月
〜
２
０
１
4
年
3
月
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

　
～
ひ
ろ
ば
事
業
～

　
し
ら
と
り
で
は
あ
い
あ
い
や

オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
、
ひ
ろ
ば
な
ど

で
、
毎
月
十
数
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
か
た
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
は〝
先
輩
マ
マ
〞な
ら
ぬ〝
先

輩
大
マ
マ
〞
世
代
が
中
心
。
オ
ー

プ
ン
ル
ー
ム
に
は
毎
回
６
・
７
名

の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
ス
タ
ッ
フ
が
沢
山
い
て
安
心
」

「
ベ
テ
ラ
ン
の
か
た
と
お
話
す
る

と
な
ん
だ
か
ホ
ッ
と
す
る
」
と
訪

れ
る
親
子
に
と
っ
て
も
、
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
も
頼
り
に
な
る
皆
さ

ん
で
す
。

（
支
援
ワ
ー
カ
ー
　
安
齊
真
弓
）

し
ら
と
り

12
古紙配合率100％再生紙を使用しています

多摩同胞会の

ホームページを

携帯でもどうぞ！

介護に関するご相談は
無料ダイヤルで！

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間


